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二
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Ｆ
Ａ
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〇
八
三-

二
二
三-

六
六
〇
〇

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長

取
締
役
会
長
　

吉

　村

　益

　吉

　
　

  

特
急
は
ん
や
有
限
会
社

〒
747-

0341
　
山
口
県
山
口
市
徳
地
引
谷
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九
九

　
　
　
　
　
　
　
　
〇
八
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五
五
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〇
七
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九
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一
三
三
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〇
五
二
四

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
幹
事
長

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

山
口
県
支
部
顧
問

　

  　

  

村

　田

　義

　和

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（33）

〒
251-

0872
　
神
奈
川
県
藤
沢
市
立
石
二-

五-

七

　
　 

携
帯  

〇
九
〇-

二
一
八
〇-

二
八
五
四

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
幹
事
長
（
幹
事
長
代
理
）

日
台
親
善
桜
蘭
会  

事
務
局
長

　

  

田

　添

　
　
　正

１
．は
じ
め
に

（
帰
国
後
、外
国
人
労
働
者
の

実
態
を
知
る
に
つ
れ
て
）

　
昨
年
５
月
20
日
〜
７
月
20

日
に
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
日
本
語
教

師
体
験
を
し
た
。帰
国
後
か
ら

急
に
マ
ス
コ
ミ
・
国
会
等
で
技

能
実
習
生
の
問
題
が
出
て
き

た
。

　
帰
国
後
、連
日
外
国
人
労

働
者
・
技
能
実
習
生
等
の
実
態

に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
っ
て
き

て
い
る
。再
度
振
り
返
り
情
報

収
集
し
て
、国
際
貢
献
で
は
な

く
、単
純
労
働
者（
法
律
で
は
、

労
働
者
と
見
做
す
こ
と
は
厳

禁
と
あ
る
が
）と
し
て
多
く
に

課
題（
人
権
侵
害
・
国
の
外
国

人
政
策
等
）が
山
積
し
て
い
る

こ
と
に
今
頃
気
が
つ
い
た
の
で

あ
る
。

　
１
年
が
過
ぎ
、私
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
？
　
再
度
ベ
ト

ナ
ム
に
行
こ
う
と
考
え
て
い

る
。

２
．な
ぜ
ベ
ト
ナ
ム
に

     

行
く
こ
と
に
な
っ
た
か

　
退
職
後
、シ
ル
バ
ー
海
外
協

力
隊
も
考
え
た
が
、昨
年
３
月

に
広
島
の
馬
場
氏（
昭
和
50

年
度
第
９
回
総
理
府
青
年
の

船
団
員
仲
間
。警
察
退
職
後

日
本
語
教
師
で
活
躍
中
）の
誘

い
が
縁
で
、日
本
語
教
師
と
し

て
ホ
ー
チ
ミ
ン
に
行
く
こ
と
に

な
っ
た
。

３
．ベ
ト
ナ
ム
で
の
意
気
込
み

　
送
り
出
し
機
関
へ
の
履
歴

書
に
、「
郷
に
入
れ
ば
郷
に
従

う
。そ
の
土
地
の
人
々
に
声
を

か
け
て
い
た
だ
け
る
、学
生
で

あ
れ
ば
私
を
受
け
入
れ
て
い

た
だ
け
る
気
持
ち
・
態
度
・
努

力
を
そ
の
接
し
た
方
々
か
ら

学
び
た
い
。技
能
実
習
生（
以

下『
学
生
』）に
は
、学
び
の
意

欲
を
鼓
舞
で
き
る
よ
う
な
教

育
者
を
目
指
す
。同
時
に
、そ

の
土
地
の
人
々
と
絆
で
つ
な

が
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
最
善

を
つ
く
し
た
い
」と
書
い
て
、

約
70
日
間
、す
っ
か
り
ベ
ト
ナ

ム
人
に
な
り
、現
地
人
と
も
大

交
友
。学
生
に
認
め
ら
れ
る
よ

う
尊
敬
さ
れ
る
よ
う
頑
張
っ

た
。公
僕
時
代
の
社
会
教
育

職
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
大
い
に
発
揮

さ
れ
た
。が
、技
能
実
習
生
の

実
態
が
分
か
る
に
つ
れ…

。

４
．日
本
人
教
師
へ
の
期
待

　
約
80
日
で
日
本
に
送
ら
れ

る
学
生
は
、ベ
ト
ナ
ム
人
教
師

か
ら
テ
キ
ス
ト
で
学
ぶ
。日
本

人
教
師
は
、会
話
を
期
待
さ
れ

テ
キ
ス
ト
は
な
し
で
あ
っ
た

が
、
90
分
、１
９
０
分
授
業
で

退
屈
し
な
い
よ
う
に
、学
生
と

相
談
し
な
が
ら
授
業
を
進
め

た
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
日
本
の

歌
・
折
り
紙
・
席
替
え
・
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ（
私
と
友
達
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
）・
日
本
料
理

体
験
等
。６
ク
ラ
ス
程
約
１
５

０
人
受
け
持
っ
た
。楽
し
か
っ

た
。日
本
で
く
じ
け
な
い
よ
う

み
ん
な
で
頑
張
っ
た
が
？

５
．贈
る
言
葉

　
90
日
の
予
定
が
、70
日
で
帰

国
と
な
り（
右
目
が
見
え
ず
、

帰
国
後
黄
斑
浮
腫
と
診
断
、

今
も
治
療
中
）、帰
国
間
際
、

受
け
持
っ
た
学
生
全
員
に
左

記
の
言
葉
を
贈
っ
た
。ベ
ト
ナ

ム
人
教
師
に
通
訳
し
て
も
ら
っ

た
。学
生
か
ら
は
、手
紙
を
全

員
か
ら
書
い
て
い
た
だ
い
た
。

宝
で
あ
る
。

（
贈
る
言
葉
）

①
感
謝
の
心
。親
・
家
族
・
会

   

社
・
友
達
、
そ
し
て
自
分
、 

   

す
べ
て
の
人
に「
あ
り
が
と

   

う
」「
お
か
げ
さ
ま
で
し
た
」

   

の
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

②
チ
ャ
ン
ス
は
、待
た
な
い
で

 

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

③
い
つ
も
笑
顔
に
し
ま
し
ょ 

    

う
。

④
日
本
人
の
友
達
を
必
ず
５

   
人
以
上
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

⑤
困
っ
た
と
き
は
、「
す
み
ま
せ

   

ん
、
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と

   

言
い
ま
し
ょ
う
。

⑥「
あ
い
さ
つ
」や「
へ
ん
じ
」は
、

   

進
ん
で
大
き
な
声
で
し
ま

   

し
ょ
う
。

⑦「
ま
ご
こ
ろ
」と「
お
も
い
や

   

り
」（
忠
恕
の
心
）を
大
切
に

   

し
ま
し
ょ
う
。

⑧
自
分
の
力
を
信
じ
ま
し
ょ

   

う
。

⑨
悪
い
道
に
い
か
な
い
で
く
だ

   

さ
い
。

６
．現
地
人
と
の
友
情

　
散
歩
や
食
事
で
多
く
の
ベ

ト
ナ
ム
人
と
交
友
。７
人
程

（
日
本
語
や
英
語
が
で
き
る
人
）

の
方
と
、深
く
強
く
繋
が
っ
た
。

バ
イ
ク
で
あ
ち
こ
ち
見
物
。

リ
ー
と
は
、１
泊
２
日
で「
有

名
な
ブ
ン
タ
オ
の
旅
」。だ
か

ら
学
生
に
は
映
像
と
会
話
で
、

日
本
人
の
友
達
を
必
ず
５
人

以
上
つ
く
る
よ
う
伝
え
た
。日

本
人
は
自
ら
人
に
声
か
け
な

い
。で
も
優
し
い
ん
だ
よ
、と
。

　
日
本
人
の
ア
ジ
ア
人
蔑
視

を
、後
で
内
外
の
方
か
ら
聞
い

て
悲
し
く
な
っ
た
が
。

７
．終
わ
り
に

　
技
能
実
習
生
は
、転
職
で
き

な
い
。学
生
は
面
接
で
会
社
を

選
べ
な
い
。

　
昨
年
10
月
の
厚
生
労
働
省

の
報
告
で
は
、受
け
入
れ
企
業

の
約
７
割
に
労
働
法
規
違
反

が
あ
り
、指
摘
さ
れ
た
事
業
所

は
４
千
を
超
え
る
。違
反
内
容

は
多
い
順
に
、労
働
時
間
、安

全
基
準
、割
増
賃
金
、衛
生
基

準
で
、違
反
が
重
複
し
て
い
る

ブ
ラ
ッ
ク
な
企
業
も
あ
る
。外

国
人
と
い
う
こ
と
で
、差
別
は

な
い
か
。「
奴
隷
制
度
」や「
人

身
売
買
」だ
と
い
う
国
際
的
非

難
が
起
こ
っ
て
い
て
、日
本
の

評
価
を
下
げ
て
い
る
そ
う
で

あ
る
。

　
再
度
、日
本
語
教
師
と
し
て

赴
任
し
て
強
靭
な
学
生
に
で

き
る
だ
ろ
う
か
。 

　
受
け
持
っ
た
学
生
の
一
部
と

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
繋
が
っ
て

い
る
が
、心
配
で
あ
る
。

　
全
国
の
日
大
通
教
の
仲
間

の
皆
様
、外
国
人
に
ご
自
分
か

ら
声
を
か
け
て
心
に
支
え
に

な
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
、企
業

に
関
わ
る
皆
さ
ん
、ブ
ラ
ッ
ク

に
な
ら
な
い
よ
う
声
掛
け
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

監
査

東
京
都
支
部  

顧
問

　

  　

  

川

　熊

　長

　子

　
　
　〒
270-
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　千
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松
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市
常
盤
平
西
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町
二
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一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
　〇
四
七-

三
八
八-

〇
六
一
八

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

会
計

目
黒
日
本
大
学
中
学
校
・
高
等
学
校 

評
議
員

　

  　

  

北

　村

　周

　之

　
　
　〒
162-

0813
　
東
京
都
新
宿
区
東
五
軒
町
六-

三
四

　
　
　
　
　
　
　
　     

携
帯
　〇
九
〇-

一
六
一
五-

二
六
五
一

〒
179-

0074
　
東
京
都
練
馬
区
春
日
町
三-

十
九-

一
一

　
　
　
　
　
電
話
　
〇
八
〇-

五
〇
三
二-

一
四
六
七

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

副
会
長

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
長

日
本
大
学
通
信
教
育
部
校
友
会  

東
京
都
支
部
支
部
長

校

　

 

友    

だ

　

 

よ    

り

ベ
ト
ナ
ム
ホ
ー
チ
ミ
ン
日
本
語
教
師
体
験

　
　
　
　
　
　

         

秋
田
県
支
部
幹
事
長  

阿
野
広
美

　
１
９
８
７
年
11
月
24
日
の

10
時
過
ぎ
に
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ

宮
殿
の
建
物
内
に
入
る
。入

場
料
は
、国
王
・
王
妃
の
内
室

ガ
イ
ド
付
き
見
学
を
含
め
、

41
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン（
約
１

０
２
５
円
）。

　
最
初
〈
王
の
内
庭
〉の
右

側
に
延
び
る
宮
殿
の
北
翼
と
、

正
面
の
正
殿
と
の
間
に
あ
る

〈
王
室
の
礼
拝
堂
〉へ
行
く
。

こ
こ
は
、王
族
た
ち
の
婚
礼
儀

式
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
と

こ
ろ
。王
太
子
時
代
の
ル
イ

16
世
と
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ

ネ
ッ
ト
の
婚
礼
も
こ
こ
で
行

わ
れ
た
と
い
う
。

　
天
井
に
〈
救
世
主
の
出
現

を
告
げ
る
神
〉〈
キ
リ
ス
ト
の

復
活
〉〈
精
霊
の
使
徒
へ
の
降

臨
〉の
三
位
一
体
の
絵
が
全
面

に
描
か
れ
て
い
て
、そ
の
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
ま
ず
圧

倒
さ
れ
た
。

　
そ
の
つ
ぎ
は
、宮
殿
内
で
一
、

二
を
争
う
広
さ
の
〈
ヘ
ラ
ク
レ

ス
の
間
〉へ
入
る
。３
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
余
り
も
の
広
さ

の
天
井
に
、ギ
リ
シ
ャ
神
話
に

登
場
す
る
半
神
半
人
の
英
雄

ヘ
ラ
ク
レ
ス
を
讃
え
る
群
雄

の
絵
が
全
面
に
描
か
れ
て
い

る
。だ
が
、絵
は
完
成
ま
で
３

年
も
か
か
っ
た
た
め
、画
家
は

疲
れ
果
て
て
神
経
衰
弱
に

な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　
も
と
も
と
儀
式
用
に
造
ら

れ
た
部
屋
だ
が
、音
楽
会
や

舞
踏
会
に
も
使
わ
れ
て
い
た

も
の
で
、部
屋
の
名
は
天
井
画

に
由
来
す
る
と
い
う
。

　〈
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
間
〉
か
ら

〈
豊
饒
の
間
〉へ
移
る
。こ
の

部
屋
か
ら
続
く
７
つ
の
部
屋

の
部
分
は〈
正
殿
〉と
呼
ば
れ
、

１
６
８
２
年
ま
で
国
王
た
ち

が
住
ん
で
い
た
。そ
れ
以
後
は

儀
式
や
宮
廷
の
集
ま
り
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
天
井
に
は
、天
使
た
ち
が

雲
間
に
坐
し
、そ
れ
を
囲
む
四

方
の
鴨
居
の
部
分
に
、天
使

た
ち
を
饗
応
す
る
た
め
の
金

銀
の
豪
華
な
容
器
を
整
え
て

い
る
男
女
の
姿
が
描
か
れ
て

い
る
。当
時
こ
の
部
屋
で
貴
族

た
ち
に
は
、天
井
画
の
よ
う
な

豪
華
な
容
器
で
飲
み
物
な
ど

が
振
る
舞
わ
れ
て
い
た
と
い

う
。

　
続
い
て
〈
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の

間
〉へ
。天
井
に
、神
々
の
精

霊
を
従
え
た
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
が

描
か
れ
て
お
り
、こ
の
部
屋
の

名
も
こ
の
絵
に
由
来
し
て
い

る
と
い
う
。壁
際
に
は
、若
き

日
の
ル
イ
14
世
像
が
置
か
れ

て
い
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宮
殿
の
中

を
見
る
の
は
ル
ー
ヴ
ル
宮
に

次
い
で
二
度
目
だ
が
、こ
こ
の

豪
華
さ
や
贅
沢
さ
に
は
す
ご

く
驚
い
た
。今
ま
で
見
て
き
た

ど
の
部
屋
も
、天
井
い
っ
ぱ
い

に
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。壁
面

に
は
と
て
つ
も
な
く
大
型
の

王
族
の
肖
像
画
や
巨
匠
の
名

画
が
所
狭
し
と
飾
っ
て
あ
り
、

さ
な
が
ら
大
美
術
館
の
よ
う

だ
。さ
ら
に
贅
を
尽
く
し
た

室
内
装
飾
、家
具
、調
度
品
な

ど
が
あ
っ
て
、大
革
命
が
起
き

た
の
は
当
然
だ
っ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
２
０
０
年

ほ
ど
前
ま
で
、歴
史
上
の
人

物
、太
陽
王
ル
イ
14
世
や
マ

リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
た
ち

が
こ
の
館
で
生
活
し
、貴
族
や

貴
婦
人
た
ち
が
出
入
り
し
て

い
た
か
と
思
う
と
、ひ
し
ひ
し

と
歴
史
の
重
み
を
感
じ
る
。

　〈
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
間
〉
に
続

く
〈
デ
ィ
ア
ナ
の
間
〉の
天
井

に
は
、月
の
女
神
デ
ィ
ア
ナ
の

像
が
描
か
れ
て
い
る
。こ
こ
は

玉
突
き
の
名
手
だ
っ
た
ル
イ

14
世
が
、玉
突
き
の
た
め
に

使
っ
て
い
た
。部
屋
の
中
央
に

あ
っ
た
玉
突
き
台
の
周
り
に

は
、豪
華
な
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
を

敷
い
た
観
覧
席
が
あ
っ
て
、貴

婦
人
た
ち
が
ゲ
ー
ム
を
見
て

楽
し
ん
で
い
た
と
い
う
。

　
つ
ぎ
の
〈
マ
ル
ス
の
間
〉
は
、

身
分
の
高
い
家
柄
の
子
弟
の

な
か
か
ら
選
ば
れ
た
、王
の
護

衛
に
あ
た
る
衛
兵
の
詰
め
所

だ
っ
た
。

　
天
井
画
に
は
狼
に
曳
か
れ

た
戦
車
に
乗
っ
た
軍
神
マ
ル

ス
や
ヘ
ラ
ク
レ
ス
に
支
え
ら
れ

た
勝
利
の
女
神
な
ど
が
描
か

れ
て
い
る
。さ
ら
に
、壁
面
に

は
王
の
生
涯
の
業
績
を
描
い

た
ゴ
ブ
ラ
ン
織
り
や
ル
イ
15

世
と
王
妃
の
肖
像
画
な
ど
が

あ
る
。

　
　
　
　
　
　    （
つ
づ
く
）

 

◆
◆
記
事
の
訂
正
◆
◆

　
会
報
第
92
号
５
面
掲
載
の

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
歩
く
(30)
」に

誤
植
が
あ
り
ま
し
た
。３
段

目
２
行
目
の「
ル
ー
ブ
ル
美

術
館
」は「
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
」

に
、ま
た
５
段
目
12
行
目
の

「
取
り
合
っ
た
」は「
撮
り
合
っ

た
」に
、そ
れ
ぞ
れ
訂
正
し
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

 

看 

板

　
京
都
・
寺
町
通
り
に
あ
る
額
と
看
板
を
制
作
す
る
彫
刻
師
の

店
の
看
板
。

　
や
や
誇
張
し
て
書
か
れ
た
隷
書
は
優
雅
で
あ
り
、
ふ
と
注

文
し
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
の
あ
る
文
字
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

香
川
県
支
部  

小
西
長
之
助

町
ま
ち
の
文
字

町
ま
ち
の
文
字
（36）

イ
ン
パ
ク
ト
の
位
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
護
士
　

後
藤

　正
治

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
歩
く
（32）

　
　
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿 

⑵

　
　
　
　
　      

　
相
談
役 

小
西
長
之
助

E-m
ail tada_tazo-749@

tba.t-com
.ne.jp

※画像はイメージです。

パリ・ノートルダム大聖堂（撮影：小西長之助）


